
 

 

議第4347号 

伊勢原都市計画都市再開発の方針の変更 
 

 

 

都計第１１４１号  

平成28年９月６日  

 

 

 神奈川県都市計画審議会 

  会 長  岸 井  隆 幸 殿 

 

 

神奈川県知事 黒 岩  祐 治       

 

 

伊勢原都市計画都市再開発の方針の変更について 
 

 このことについて、都市計画法第21条第２項の規定において準用する同法第18条

第１項の規定により、次のように審議会に付議する。 
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伊勢原都市計画都市再開発の方針の変更について 
 

 このことについて、都市計画法第 21 条第２項の規定において準用する同法第 18 条

第１項の規定により、次のように審議会に付議する。 

 

                                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新旧対照表（面積増減）

種類
面積

面積増減の内訳
新旧

市街化区域
市→調―

調→市―

市街化調整区域

市→調―

＋調→市―

国土地理院精査

都市計画区域＋国土地理院精査

703
703702

- 703 -- 702 -
- 703 -- 702 -



理 由 書

本区域において、健全な発展と秩序ある整備を図る上で、望ましい土地利用の密度に比して現況

の土地利用の密度が著しく低く、土地の高度利用を図るべき一体の市街地の区域及び都市構造の再編

や防災上の観点から土地利用の転換や市街地の整備・改善を図る必要がある一体の市街地の区域等に

ついて、再開発の目標、土地の高度利用及び都市機能の更新に関する方針等を定め、適切な規制・誘

導を図るため、本案のとおり変更するものです。

また、伊勢原駅北口地区については、地域特性を踏まえた賑わいと魅力ある土地の高度利用や都

市施設の再整備を図るため、市街地開発事業等により、計画的に市街地の整備を行うことから、区域

を縮小するものです。

伊勢原都市計画都市再開発の方針の変更（神奈川県決定）

都市計画都市再開発の方針を次のように変更する。

都市再開発の方針

「別添のとおり」

伊勢原都市計画都市再開発の方針の変更（神奈川県決定）

都市計画都市再開発の方針を次のように変更する。

都市再開発の方針

「別添のとおり」

704
705 704

- 705 - - 704 -
- 705 - - 704 -



理由書

本区域において、健全な発展と秩序ある整備を図る上で、望ましい土地利用の密度に比して現況

の土地利用の密度が著しく低く、土地の高度利用を図るべき一体の市街地の区域及び都市構造の再編

や防災上の観点から土地利用の転換や市街地の整備・改善を図る必要がある一体の市街地の区域等に

ついて、再開発の目標、土地の高度利用及び都市機能の更新に関する方針等を定め、適切な規制・誘

導を図るため、本案のとおり変更するものです。

また、伊勢原駅北口地区については、地域特性を踏まえた賑わいと魅力ある土地の高度利用や都

市施設の再整備を図るため、市街地開発事業等により、計画的に市街地の整備を行うことから、区域

を縮小するものです。

理 由 書

本区域において、健全な発展と秩序ある整備を図る上で、望ましい土地利用の密度に比して現況

の土地利用の密度が著しく低く、土地の高度利用を図るべき一体の市街地の区域及び都市構造の再編

や防災上の観点から土地利用の転換や市街地の整備・改善を図る必要がある一体の市街地の区域等に

ついて、再開発の目標、土地の高度利用及び都市機能の更新に関する方針等を定め、適切な規制・誘

導を図るため、本案のとおり変更するものです。

また、伊勢原駅北口地区については、地域特性を踏まえた賑わいと魅力ある土地の高度利用や都

市施設の再整備を図るため、市街地開発事業等により、計画的に市街地の整備を行うことから、区域

を縮小するものです。

伊勢原都市計画都市再開発の方針の変更（神奈川県決定）

都市計画都市再開発の方針を次のように変更する。

都市再開発の方針

「別添のとおり」

705
705704

- 705 -- 704 -
- 705 -- 704 -
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１ 基本方針 

本区域内において、計画的な再開発が必要な市街地について、再開発の目標、土地の高度利用及

び都市機能の更新に関する方針を定め、適切な規制・誘導及び市街地の再開発の促進を図る。 

(１) 集約型都市構造の実現に関する方針 

伊勢原駅周辺地区は、本区域の商業・業務の中心として、その拠点性の向上を図るため、地

域特性を踏まえた計画的な整備を進め、土地の高度利用による都市機能の集積を図る。 

また、愛甲石田駅周辺地区は、生活拠点にふさわしい日常生活の支援・向上を図るため、都

市基盤整備と地区の特性にあわせた土地の高度利用による都市機能の集積を図る。 

(２) 住環境の整備改善に関する方針 

都市基盤が未整備なまま住宅等が集中している地区については、都市防災、都市環境上必要

な地区幹線道路や街区公園の整備に努めるなど、安全性の向上と居住環境の改善を図る。 

また、老朽化が進む開発住宅地については、周辺の環境整備を含めた更新を地区の実情など

を勘案しながら推進する。 

 

２ 計画的な再開発が必要な市街地 

市街地再整備の必要性が高い商業系用途地域及び住居系用途地域の指定区域については、土地の

合理的な高度利用を促進し、都市構造の再編、建築物及び都市環境の更新を図り、地区にふさわし

い適正な土地利用の推進を図る必要があるため、計画的再開発が必要な市街地(一号市街地)として

定める。 

「一号市街地の目標及び方針は別表１のとおり」 

 

３ 特に一体的かつ総合的に市街地の再開発を促進すべき相当規模の地区(二項再開発促進地区) 

一号市街地のうち、本区域の拠点地区にふさわしい都市機能の確保・更新に向けて、市街地開発

事業や地区計画等の推進により交通機能の改善を図るとともに、商業・業務機能の健全で合理的な

集積をする必要のある地区を、特に一体的かつ総合的に市街地の再開発を促進すべき相当規模の地

区(二項再開発促進地区)として定め、街区及び宅地の再配置・整備を進めるものとする。 

「二項再開発促進地区の整備又は開発の計画の概要は、別表２及び附図のとおり」 

 

４ その他必要な事項(要整備地区) 

一号市街地のうち、特に早急に再開発を行うことが望ましい地区、あるいは都市構造の再編成、

建築物の更新、都市環境の向上を図るうえで、特に効果が大きいと予想される地区を要整備地区と

して定める。 
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１ 基本方針 

本区域内において、計画的な再開発が必要な市街地について、再開発の目標、土地の高度利用及

び都市機能の更新に関する方針を定め、適切な規制・誘導及び市街地の再開発の促進を図る。 

(１) 集約型都市構造の実現に関する方針 

伊勢原駅周辺地区は、本区域の商業・業務の中心として、その拠点性の向上を図るため、地

域特性を踏まえた計画的な整備を進め、土地の高度利用による都市機能の集積を図る。 

また、愛甲石田駅周辺地区は、生活拠点にふさわしい日常生活の支援・向上を図るため、都

市基盤整備と地区の特性にあわせた土地の高度利用による都市機能の集積を図る。 

(２) 住環境の整備改善に関する方針 

都市基盤が未整備なまま住宅等が集中している地区については、都市防災、都市環境上必要

な地区幹線道路や街区公園の整備に努めるなど、安全性の向上と居住環境の改善を図る。 

また、老朽化が進む開発住宅地については、周辺の環境整備を含めた更新を地区の実情など

を勘案しながら推進する。 

 

２ 計画的な再開発が必要な市街地 

市街地再整備の必要性が高い商業系用途地域及び住居系用途地域の指定区域については、土地の

合理的な高度利用を促進し、都市構造の再編、建築物及び都市環境の更新を図り、地区にふさわし

い適正な土地利用の推進を図る必要があるため、計画的再開発が必要な市街地(一号市街地)として

定める。 

「一号市街地の目標及び方針は別表１のとおり」 

 

３ 特に一体的かつ総合的に市街地の再開発を促進すべき相当規模の地区(二項再開発促進地区) 

一号市街地のうち、本区域の拠点地区にふさわしい都市機能の確保・更新に向けて、市街地開発

事業や地区計画等の推進により交通機能の改善を図るとともに、商業・業務機能の健全で合理的な

集積をする必要のある地区を、特に一体的かつ総合的に市街地の再開発を促進すべき相当規模の地

区(二項再開発促進地区)として定め、街区及び宅地の再配置・整備を進めるものとする。 

「二項再開発促進地区の整備又は開発の計画の概要は、別表２及び附図のとおり」 

 

４ その他必要な事項(要整備地区) 

一号市街地のうち、特に早急に再開発を行うことが望ましい地区、あるいは都市構造の再編成、

建築物の更新、都市環境の向上を図るうえで、特に効果が大きいと予想される地区を要整備地区と

して定める。 

  

伊勢原・都再－1 
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別表１ (一号市街地の目標及び方針) 

地 区 名 １ 伊勢原駅北口周辺地区 ２ 中央通り周辺地区 

面   積 約 11ha 約７ha 

再開発の目標 

(都市構造の再編成、建築

物の更新、都市環境の向上

等に係る目標) 

本区域の中心拠点としてふさわ

しい都市づくりを進めるため、都

市施設整備にあわせ、商業・業務

施設の計画的な高度利用を進める

ことにより、交通の円滑化、防災

機能の強化、商業・業務の活性化

等都市機能の向上を図る。 

地区幹線道路、補助幹線道路等

の整備にあわせ、地区特性を生か

した市街地整備の推進により、商

業環境の向上を進め、活性化を図

る。 

土
地
の
高
度
利
用
及
び
都
市
機
能
の
更
新
に
関
す
る
方
針 

適切な用途及び密

度の確保、その他

の適切な土地利用

の実現に関する事

項 

商業・業務施設、都市型住宅等

による土地の高度利用等により、

地区特性を生かした適正な土地利

用を誘導し、地区計画等により、

拠点地区にふさわしい街並みの形

成を図る。 

商業施設、都市型住宅等により、

土地の高度利用を促進し、特色あ

る沿道型商業地の形成を図る。 

主要な都市施設の

整備に関する事項 

駅前広場を含む都市計画道路や

関連公共公益施設の整備を図ると

ともに、バリアフリー化を進める。 

地区の特性を生かした道路等の

施設整備（電線地中化事業）にあ

わせバリアフリー化を進める。 

都市の環境、景観

等の維持及び改善

に関する事項 

建物の共同化、不燃化等による

防災性を高め、居住環境の改善を

進めるとともに、既存商店街の近

代化、快適な歩行者空間の整備や

良好な都市景観の形成に努める。 

建物の共同化、不燃化等による

防災性を高め、居住環境の改善を

進めるとともに、地区の歴史性を

生かした都市景観の形成に努め

る。 

その他土地の高度

利用及び都市機能

の更新に関して特

に必要な事項 ― ― 

要整備地区の名称、面積 ・伊勢原駅北口周辺地区 

(約 2.2ha) ― 

二項再開発促進地区の名

称、面積 

・伊勢原駅北口地区(約 1.4ha) 

― 

  

伊勢原・都再－2 

 

 

別表１ (一号市街地の目標及び方針) 

地 区 名 １ 伊勢原駅北口周辺地区 ２ 中央通り周辺地区 

面   積 約11ha 約７ha 

再開発の目標 

(都市構造の再編成、建築

物の更新、都市環境の向上

等に係る目標) 

本区域の中心拠点としてふさわ

しい都市づくりを進めるため、都

市施設整備にあわせ、商業・業務

施設の計画的な高度利用を進める

ことにより、交通の円滑化、防災

機能の強化、商業・業務の活性化

等都市機能の向上を図る。 

地区幹線道路、補助幹線道路等

の整備にあわせ、地区特性を生か

した市街地整備の推進により、商

業環境の向上を進め、活性化を図

る。 

土
地
の
高
度
利
用
及
び
都
市
機
能
の
更
新
に
関
す
る
方
針 

適切な用途及び密

度の確保、その他

の適切な土地利用

の実現に関する事

項 

商業・業務施設、都市型住宅等

による土地の高度利用等により、

地区特性を生かした適正な土地利

用を誘導し、地区計画等により、

拠点地区にふさわしい街並みの形

成を図る。 

商業施設、都市型住宅等により、

土地の高度利用を促進し、特色あ

る沿道型商業地の形成を図る。 

主要な都市施設の

整備に関する事項 

駅前広場を含む都市計画道路や

関連公共公益施設の整備を図ると

ともに、バリアフリー化を進める。 

地区の特性を生かした道路等の

施設整備（電線地中化事業）にあ

わせバリアフリー化を進める。 

都市の環境、景観

等の維持及び改善

に関する事項 

建物の共同化、不燃化等による

防災性を高め、居住環境の改善を

進めるとともに、既存商店街の近

代化、快適な歩行者空間の整備や

良好な都市景観の形成に努める。 

建物の共同化、不燃化等による

防災性を高め、居住環境の改善を

進めるとともに、地区の歴史性を

生かした都市景観の形成に努め

る。 

その他土地の高度

利用及び都市機能

の更新に関して特

に必要な事項 ― ― 

要整備地区の名称、面積 ・伊勢原駅北口周辺地区 

(約2.2ha) ― 

二項再開発促進地区の名

称、面積 

・伊勢原駅北口地区(約1.4ha) 

― 
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別表１ (一号市街地の目標及び方針) 

地 区 名 ３ 愛甲石田駅周辺地区 

面   積 約9.7ha 

再開発の目標 

(都市構造の再編成、建築

物の更新、都市環境の向上

等に係る目標) 

本区域の生活拠点としてふさわ

しい都市づくりを進めるため、地

区幹線道路、補助幹線道路等の整

備とあわせ、商業業務機能の充実

と住宅地環境の向上を図る。 

土
地
の
高
度
利
用
及
び
都
市
機
能
の
更
新
に
関
す
る
方
針 

適切な用途及び密

度の確保、その他

の適切な土地利用

の実現に関する事

項 

主として商業施設、都市型住宅

等、土地の高度利用等により地区

特性に合わせた適正な土地利用を

誘導し、地区計画等により、周辺

市街地に配慮した良好な市街地の

形成を図る。 

主要な都市施設の

整備に関する事項 

地区幹線道路、補助幹線道路な

どの整備を進めるとともに、バリ

アフリー化を進める。 

都市の環境、景観

等の維持及び改善

に関する事項 

建物の共同化、不燃化等による

防災性を高め、居住環境の改善を

進めるとともに、地区特性を生か

した都市景観の形成に努める。 

その他土地の高度

利用及び都市機能

の更新に関して特

に必要な事項 ― 

要整備地区の名称、面積 ・愛甲石田駅南口周辺地区 

(約7.5ha) 

 

二項再開発促進地区の名

称、面積 ― 
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別表１ (一号市街地の目標及び方針) 

地 区 名 １ 伊勢原駅北口周辺地区 ２ 中央通り周辺地区 

面   積 約11ha 約７ha 

再開発の目標 

(都市構造の再編成、建築

物の更新、都市環境の向上

等に係る目標) 

本区域の中心拠点としてふさわ

しい都市づくりを進めるため、都

市施設整備にあわせ、商業・業務

施設の計画的な高度利用を進める

ことにより、交通の円滑化、防災

機能の強化、商業・業務の活性化

等都市機能の向上を図る。 

地区幹線道路、補助幹線道路等

の整備にあわせ、地区特性を生か

した市街地整備の推進により、商

業環境の向上を進め、活性化を図

る。 

土
地
の
高
度
利
用
及
び
都
市
機
能
の
更
新
に
関
す
る
方
針 

適切な用途及び密

度の確保、その他

の適切な土地利用

の実現に関する事

項 

商業・業務施設、都市型住宅等

による土地の高度利用等により、

地区特性を生かした適正な土地利

用を誘導し、地区計画等により、

拠点地区にふさわしい街並みの形

成を図る。 

商業施設、都市型住宅等により、

土地の高度利用を促進し、特色あ

る沿道型商業地の形成を図る。 

主要な都市施設の

整備に関する事項 

駅前広場を含む都市計画道路や

関連公共公益施設の整備を図ると

ともに、バリアフリー化を進める。 

地区の特性を生かした道路等の

施設整備（電線地中化事業）にあ

わせバリアフリー化を進める。 

都市の環境、景観

等の維持及び改善

に関する事項 

建物の共同化、不燃化等による

防災性を高め、居住環境の改善を

進めるとともに、既存商店街の近

代化、快適な歩行者空間の整備や

良好な都市景観の形成に努める。 

建物の共同化、不燃化等による

防災性を高め、居住環境の改善を

進めるとともに、地区の歴史性を

生かした都市景観の形成に努め

る。 

その他土地の高度

利用及び都市機能

の更新に関して特

に必要な事項 ― ― 

要整備地区の名称、面積 ・伊勢原駅北口周辺地区 

(約2.2ha) ― 

二項再開発促進地区の名

称、面積 

・伊勢原駅北口地区(約1.4ha) 

― 
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別表１ (一号市街地の目標及び方針) 

地 区 名 ３ 愛甲石田駅周辺地区 

面   積 約 9.7ha 

再開発の目標 

(都市構造の再編成、建築

物の更新、都市環境の向上

等に係る目標) 

本区域の生活拠点としてふさわ

しい都市づくりを進めるため、地

区幹線道路、補助幹線道路等の整

備とあわせ、商業業務機能の充実

と住宅地環境の向上を図る。 

土
地
の
高
度
利
用
及
び
都
市
機
能
の
更
新
に
関
す
る
方
針 

適切な用途及び密

度の確保、その他

の適切な土地利用

の実現に関する事

項 

主として商業施設、都市型住宅

等、土地の高度利用等により地区

特性に合わせた適正な土地利用を

誘導し、地区計画等により、周辺

市街地に配慮した良好な市街地の

形成を図る。 

主要な都市施設の

整備に関する事項 

地区幹線道路、補助幹線道路な

どの整備を進めるとともに、バリ

アフリー化を進める。 

都市の環境、景観

等の維持及び改善

に関する事項 

建物の共同化、不燃化等による

防災性を高め、居住環境の改善を

進めるとともに、地区特性を生か

した都市景観の形成に努める。 

その他土地の高度

利用及び都市機能

の更新に関して特

に必要な事項 ― 

要整備地区の名称、面積 ・愛甲石田駅南口周辺地区 

(約 7.5ha) 

 

二項再開発促進地区の名

称、面積 ― 
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別表２ (二項再開発促進地区の整備又は開発の計画の概要) 

地 区 名 １ 伊勢原駅北口地区 

面   積 約 1.4ha 

イ 地区の再開発、整備等

の主たる目標 

本区域の中心拠点地区にふさわ

しい都市機能の更新を図るため、

幹線道路、広場等の都市施設の整

備と土地の高度利用の促進を図

る。 

ロ 用途、密度に関する基

本的方針、その他の土地

利用計画の概要 

商業・業務施設などの秩序ある

集積立地を図るため、適正な公共

空間の確保と土地の高度利用に努

める。 

ハ 建築物の更新の方針 市街地開発事業や地区計画等に

より、建築物の共同化、不燃化及

び高度化に努め、適正な都市空間、

景観等の形成を図る。 

ニ 都市施設及び地区施

設の整備の方針 

幹線道路、広場等の整備を図る。 

ホ その他特記すべき事

項 

― 

 

 

伊勢原・都再－4 

 

 

別表２ (二項再開発促進地区の整備又は開発の計画の概要) 

地 区 名 １ 伊勢原駅北口地区 

面   積 約1.4ha 

イ 地区の再開発、整備等

の主たる目標 

本区域の中心拠点地区にふさわ

しい都市機能の更新を図るため、

幹線道路、広場等の都市施設の整

備と土地の高度利用の促進を図

る。 

ロ 用途、密度に関する基

本的方針、その他の土地

利用計画の概要 

商業・業務施設などの秩序ある

集積立地を図るため、適正な公共

空間の確保と土地の高度利用に努

める。 

ハ 建築物の更新の方針 市街地開発事業や地区計画等に

より、建築物の共同化、不燃化及

び高度化に努め、適正な都市空間、

景観等の形成を図る。 

ニ 都市施設及び地区施

設の整備の方針 

幹線道路、広場等の整備を図る。 

ホ その他特記すべき事

項 

― 
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別表２ (二項再開発促進地区の整備又は開発の計画の概要) 

地 区 名 １ 伊勢原駅北口地区 

面   積 約1.4ha 

イ 地区の再開発、整備等

の主たる目標 

本区域の中心拠点地区にふさわ

しい都市機能の更新を図るため、

幹線道路、広場等の都市施設の整

備と土地の高度利用の促進を図

る。 

ロ 用途、密度に関する基

本的方針、その他の土地

利用計画の概要 

商業・業務施設などの秩序ある

集積立地を図るため、適正な公共

空間の確保と土地の高度利用に努

める。 

ハ 建築物の更新の方針 市街地開発事業や地区計画等に

より、建築物の共同化、不燃化及

び高度化に努め、適正な都市空間、

景観等の形成を図る。 

ニ 都市施設及び地区施

設の整備の方針 

幹線道路、広場等の整備を図る。 

ホ その他特記すべき事

項 

― 

 

 

伊勢原・都再－4 

50
0

50
10

0
15

0
20

0
25

ｍ

.
二

項
再

開
発

促
進

地
区

　
別

図
第
７
回
線
引
き
見
直
し
　
伊
勢
原
市

１
　

伊
勢
原

駅
北
口

地
区

約
1
.
4
h
a

縮
尺

：
図
中

表
記
の

と
お
り

二
項

再
開
発

促
進
地

区
50

0
50

10
0

15
0

20
0

25
ｍ

.
二

項
再

開
発

促
進

地
区

　
別

図
第
７
回
線
引
き
見
直
し
　
伊
勢
原
市

１
　

伊
勢
原

駅
北
口

地
区

約
1
.
4
h
a

縮
尺

：
図
中

表
記
の

と
お
り

二
項

再
開
発

促
進
地

区

50
0

50
10

0
15

0
20

0
25

ｍ

.
二

項
再

開
発

促
進

地
区

　
別

図
第
７
回
線
引
き
見
直
し
　
伊
勢
原
市

１
　

伊
勢
原

駅
北
口

地
区

約
1
.
4
h
a

縮
尺

：
図
中

表
記
の

と
お
り

二
項

再
開
発

促
進
地

区

50
0

50
100

150
200

25
ｍ

.
二

項
再

開
発

促
進

地
区

　
別

図
第
７
回
線
引
き
見
直
し
　
伊
勢
原
市

１
　

伊
勢
原

駅
北
口

地
区

約
1
.
4
h
a

縮
尺

：
図
中

表
記
の

と
お
り

二
項

再
開
発

促
進
地

区
50

0
50

100
150

200
25

ｍ

.
二

項
再

開
発

促
進

地
区

　
別

図
第
７
回
線
引
き
見
直
し
　
伊
勢
原
市

１
　

伊
勢
原

駅
北
口

地
区

約
1
.
4
h
a

縮
尺

：
図
中

表
記
の

と
お
り

二
項

再
開
発

促
進
地

区

50
0

50
100

150
200

25
ｍ

.
二

項
再

開
発

促
進

地
区

　
別

図
第
７
回
線
引
き
見
直
し
　
伊
勢
原
市

１
　

伊
勢
原

駅
北
口

地
区

約
1
.
4
h
a

縮
尺

：
図
中

表
記
の

と
お
り

二
項

再
開
発

促
進
地

区

710 710
711

711
- 710 - - 711 -

- 710 - - 711 -
- 711 -- 710 -

- 711 -- 710 -



712
PB 712

- PB - - 712 -
- PB - - 712 -



!

! !

! ! !

! ! ! ! ! ! !

! ! ! ! ! ! ! ! ! ! !

! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! !

! ! ! ! ! ! ! ! ! ! !

! ! ! ! ! ! ! ! ! ! !

! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! !

! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! !

! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! !

! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! !

! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! !

! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! !

!

! ! !

! ! ! ! !

! ! ! ! ! ! ! ! !

! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! !

! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! !

! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! !

! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! !

! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! !

! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! !

! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! !

! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! !

! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! !

! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! !

! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! !

! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! !

! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! !

! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! !

! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! !

! ! ! ! ! ! ! ! ! !

! ! ! ! !

! ! ! ! ! ! ! !

! ! ! ! ! ! ! !

! ! ! ! ! ! ! ! ! ! !

! ! ! ! ! ! ! ! !

! ! ! ! ! !

! ! ! !

! ! !

( ( ( (

"
"

"
"

"
"

"
"

"
"

"
"

"
"

"

"

"

"
"

""""""""""""""
"

"

"

"

"

"

"
"

"
"

"
"

"
"

"
"

"

"

"

"
"

"
"

"

"

"

"

"

"

"

"

"

"

"
"

"

"

"

"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"

"
"
"

"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"

"
"
" " "

" " " "
"
"

"
"

"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"

"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"

"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"

"
"
"
"
"
"
"
"
"

"
"
"
"

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#
#

##

#

#

#

#

#

##

# #

!(

!(

!(

#* #*

#*

#*

 
 
国

道
2
7
1
号

（
小

田
原

厚
木

道
路

）

３
・
４

・
１
 国

道
2
4
6
号

線

  
東

名
高

速
道

路

１
・
２
・
１
 第

二
東

名
自

動
車

道

１
・
４
・
１
 厚

木

秦

野

道

路

３
・
４
・
３
 
西

富

岡

馬

渡

線

３
・
４
・
２
 大

句

石

倉

線

３
・
４

・
５

平
塚

伊
勢

原
線

３
・
４
・
４
 田

中
笠

窪
線

３
・
５

・
３

 
石

田
小

稲
葉

線

３・３・１

横浜伊勢原線

３
・
４
・
1
0

西

富

岡

石

倉

線

(仮称)伊勢原大神軸

３
・
５

・
２

上
粕

屋
南

金
目

線

３
・
５
・
５
 
鷺

田

市

場

線

３・４・６ 上粕屋南金目線

３・５・６
大

句
丸

島
線

３・４・７

伊勢原

駅前線

県

道

4
4
号

（
伊

勢

原

藤

沢

）

３
・６

・３

伊
勢

原
大

田
線

３・６・２

金山沼目線

３・４・９

牛塚

下原線

３・５・４

中原

千津線

県道63号

（相模原大磯）

県道611号

（大山板戸）

丹沢大山国定公園

丹沢大山自然公園

いせはら塔の山

緑地公園

６・５・１

伊勢原市

総合運動公園

歌川

渋田川

鈴
川

板
戸

川

(仮称)伊勢原西IC

(仮称)伊勢原JCT

(仮称)伊勢原北IC

伊勢原駅

愛甲石田駅

ごみ処理施設

下水道

処理施設

小
田

急
小

田
原

線

.

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500250
ｍ

　方針附図は、「都市再開発の方針」の内容を分かりやすく説明するための

補足的な図面であり、計画的に再開発が必要な市街地、特に一体的かつ

総合的に市街地の再開発を促進すべき相当規模の地区の範囲、広域的、

根幹的な交通体系の配置の方針、自然的環境や保全すべき緑地等の方

針などをおおまかに示したものです。

　道路等の構想路線（○○で表示）については、おおむねのネットワークを表

示したものであり、位置を示したものではありません。

　道路で、（未整備）には整備中のものも含まれます。

伊勢原都市計画　都市再開発の方針附図（伊勢原市）

一号市街地

１　伊勢原駅北口周辺地区

約11ha

要整備地区

１　伊勢原駅北口周辺地区

約2.2ha

二項再開発促進地区

１　伊勢原駅北口地区

約1.4ha

一号市街地

２　中央通り周辺地区

約７ha

一号市街地

３　愛甲石田駅周辺地区

約9.7ha

要整備地区

２　愛甲石田駅南口周辺地区

約7.5ha

自然公園等

凡例

! ! ! ! ! ! !

! ! ! ! ! ! !

! ! ! ! ! ! !

! ! ! ! ! ! !

公園緑地等

一号市街地

二項再開発促進地区

要整備地区等

自動車専用道路：整備済

主要幹線道路：整備済

幹線道路：整備済

( 幹線道路：構想

都市高速鉄道等（私鉄）

河川

都市計画区域

市街化区域

" " 自動車専用道路：未整備

" " " 主要幹線道路：未整備

" " "
幹線道路：未整備

その他の都市施設

713- 713 -



PB- PB -



伊勢原都市計画都市再開発の方針

新旧対照表

伊勢原都市計画都市再開発の方針

新旧対照表
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（新） 

伊勢原・都再－1 

 

１ 基本方針 

本区域内において、計画的な再開発が必要な市街地について、再開発の目標、土地の高度利用及

び都市機能の更新に関する方針を定め、適切な規制・誘導及び市街地の再開発の促進を図る。 

(１) 集約型都市構造の実現に関する方針 

伊勢原駅周辺地区は、本区域の商業・業務の中心として、その拠点性の向上を図るため、地

域特性を踏まえた計画的な整備を進め、土地の高度利用による都市機能の集積を図る。 

また、愛甲石田駅周辺地区は、生活拠点にふさわしい日常生活の支援・向上を図るため、都

市基盤整備と地区の特性にあわせた土地の高度利用による都市機能の集積を図る。 

(２) 住環境の整備改善に関する方針 

都市基盤が未整備なまま住宅等が集中している地区については、都市防災、都市環境上必要

な地区幹線道路や街区公園の整備に努めるなど、安全性の向上と居住環境の改善を図る。 

また、老朽化が進む開発住宅地については、周辺の環境整備を含めた更新を地区の実情など

を勘案しながら推進する。 

 

２ 計画的な再開発が必要な市街地 

市街地再整備の必要性が高い商業系用途地域及び住居系用途地域の指定区域については、土地の

合理的な高度利用を促進し、都市構造の再編、建築物及び都市環境の更新を図り、地区にふさわし

い適正な土地利用の推進を図る必要があるため、計画的再開発が必要な市街地(一号市街地)として

定める。 

「一号市街地の目標及び方針は別表１のとおり」 

 

３ 特に一体的かつ総合的に市街地の再開発を促進すべき相当規模の地区(二項再開発促進地区) 

一号市街地のうち、本区域の拠点地区にふさわしい都市機能の確保・更新に向けて、市街地開発

事業や地区計画等の推進により交通機能の改善を図るとともに、商業・業務機能の健全で合理的な

集積をする必要のある地区を、特に一体的かつ総合的に市街地の再開発を促進すべき相当規模の地

区(二項再開発促進地区)として定め、街区及び宅地の再配置・整備を進めるものとする。 

「二項再開発促進地区の整備又は開発の計画の概要は、別表２及び附図のとおり」 

 

４ その他必要な事項(要整備地区) 

一号市街地のうち、特に早急に再開発を行うことが望ましい地区、あるいは都市構造の再編成、

建築物の更新、都市環境の向上を図るうえで、特に効果が大きいと予想される地区を要整備地区と

して定める。 

（新） 

伊勢原・都再－1 

 

１ 基本方針 

本区域内において、計画的な再開発が必要な市街地について、再開発の目標、土地の高度利用及

び都市機能の更新に関する方針を定め、適切な規制・誘導及び市街地の再開発の促進を図る。 

(１) 集約型都市構造の実現に関する方針 

伊勢原駅周辺地区は、本区域の商業・業務の中心として、その拠点性の向上を図るため、地

域特性を踏まえた計画的な整備を進め、土地の高度利用による都市機能の集積を図る。 

また、愛甲石田駅周辺地区は、生活拠点にふさわしい日常生活の支援・向上を図るため、都

市基盤整備と地区の特性にあわせた土地の高度利用による都市機能の集積を図る。 

(２) 住環境の整備改善に関する方針 

都市基盤が未整備なまま住宅等が集中している地区については、都市防災、都市環境上必要

な地区幹線道路や街区公園の整備に努めるなど、安全性の向上と居住環境の改善を図る。 

また、老朽化が進む開発住宅地については、周辺の環境整備を含めた更新を地区の実情など

を勘案しながら推進する。 

 

２ 計画的な再開発が必要な市街地 

市街地再整備の必要性が高い商業系用途地域及び住居系用途地域の指定区域については、土地の

合理的な高度利用を促進し、都市構造の再編、建築物及び都市環境の更新を図り、地区にふさわし

い適正な土地利用の推進を図る必要があるため、計画的再開発が必要な市街地(一号市街地)として

定める。 

「一号市街地の目標及び方針は別表１のとおり」 

 

３ 特に一体的かつ総合的に市街地の再開発を促進すべき相当規模の地区(二項再開発促進地区) 

一号市街地のうち、本区域の拠点地区にふさわしい都市機能の確保・更新に向けて、市街地開発

事業や地区計画等の推進により交通機能の改善を図るとともに、商業・業務機能の健全で合理的な

集積をする必要のある地区を、特に一体的かつ総合的に市街地の再開発を促進すべき相当規模の地

区(二項再開発促進地区)として定め、街区及び宅地の再配置・整備を進めるものとする。 

「二項再開発促進地区の整備又は開発の計画の概要は、別表２及び附図のとおり」 

 

４ その他必要な事項(要整備地区) 

一号市街地のうち、特に早急に再開発を行うことが望ましい地区、あるいは都市構造の再編成、

建築物の更新、都市環境の向上を図るうえで、特に効果が大きいと予想される地区を要整備地区と

して定める。 
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（旧） 

伊勢原・都再－1 

 

１ 基本方針 

本地区内において、計画的な再開発が必要な市街地について、再開発の目標、土地の高度利用及

び都市機能の更新に関する方針を定め、適切な規制・誘導及び市街地の再開発の促進を図る。 

 

２ 計画的な再開発が必要な市街地(一号市街地) 

市街地再整備の必要性が高い商業系用途地域及び住居系用途地域の指定区域については、土地の

合理的な高度利用を促進し、都市構造の再編、建築物及び都市環境の更新を図り、地区にふさわし

い適正な土地利用の推進を図る必要があるため、計画的再開発が必要な市街地(一号市街地)として

定める。 

「一号市街地の目標及び方針は別表１のとおり」 

 

３ 特に一体的かつ総合的に市街地の再開発を促進すべき相当規模の地区(二項再開発促進地区) 

一号市街地のうち、本区域の拠点地区にふさわしい都市機能の確保・更新に向けて、市街地環境

改善事業等の推進により交通機能の改善を図るとともに、商業・業務機能の健全で合理的な集積を

する必要のある地区を、特に一体的かつ総合的に市街地の再開発を促進すべき相当規模の地区(二

項再開発促進地区)として定め、街区及び宅地の再配置・整備を進めるものとする。 

「二項再開発促進地区の整備又は開発の計画の概要は、別表２及び附図のとおり」 

 

４ その他必要な事項(要整備地区) 

一号市街地のうち、特に早急に再開発を行うことが望ましい地区、あるいは都市構造の再編成、

建築物の更新、都市環境の向上を図るうえで、特に効果が大きいと予想される地区を要整備地区と

して定める。 

（新） 

伊勢原・都再－1 

 

１ 基本方針 

本区域内において、計画的な再開発が必要な市街地について、再開発の目標、土地の高度利用及

び都市機能の更新に関する方針を定め、適切な規制・誘導及び市街地の再開発の促進を図る。 

(１) 集約型都市構造の実現に関する方針 

伊勢原駅周辺地区は、本区域の商業・業務の中心として、その拠点性の向上を図るため、地

域特性を踏まえた計画的な整備を進め、土地の高度利用による都市機能の集積を図る。 

また、愛甲石田駅周辺地区は、生活拠点にふさわしい日常生活の支援・向上を図るため、都

市基盤整備と地区の特性にあわせた土地の高度利用による都市機能の集積を図る。 

(２) 住環境の整備改善に関する方針 

都市基盤が未整備なまま住宅等が集中している地区については、都市防災、都市環境上必要

な地区幹線道路や街区公園の整備に努めるなど、安全性の向上と居住環境の改善を図る。 

また、老朽化が進む開発住宅地については、周辺の環境整備を含めた更新を地区の実情など

を勘案しながら推進する。 

 

２ 計画的な再開発が必要な市街地 

市街地再整備の必要性が高い商業系用途地域及び住居系用途地域の指定区域については、土地の

合理的な高度利用を促進し、都市構造の再編、建築物及び都市環境の更新を図り、地区にふさわし

い適正な土地利用の推進を図る必要があるため、計画的再開発が必要な市街地(一号市街地)として

定める。 

「一号市街地の目標及び方針は別表１のとおり」 

 

３ 特に一体的かつ総合的に市街地の再開発を促進すべき相当規模の地区(二項再開発促進地区) 

一号市街地のうち、本区域の拠点地区にふさわしい都市機能の確保・更新に向けて、市街地開発

事業や地区計画等の推進により交通機能の改善を図るとともに、商業・業務機能の健全で合理的な

集積をする必要のある地区を、特に一体的かつ総合的に市街地の再開発を促進すべき相当規模の地

区(二項再開発促進地区)として定め、街区及び宅地の再配置・整備を進めるものとする。 

「二項再開発促進地区の整備又は開発の計画の概要は、別表２及び附図のとおり」 

 

４ その他必要な事項(要整備地区) 

一号市街地のうち、特に早急に再開発を行うことが望ましい地区、あるいは都市構造の再編成、

建築物の更新、都市環境の向上を図るうえで、特に効果が大きいと予想される地区を要整備地区と

して定める。 

（旧） 

伊勢原・都再－1 

 

１ 基本方針 

本地区内において、計画的な再開発が必要な市街地について、再開発の目標、土地の高度利用及

び都市機能の更新に関する方針を定め、適切な規制・誘導及び市街地の再開発の促進を図る。 

 

２ 計画的な再開発が必要な市街地(一号市街地) 

市街地再整備の必要性が高い商業系用途地域及び住居系用途地域の指定区域については、土地の

合理的な高度利用を促進し、都市構造の再編、建築物及び都市環境の更新を図り、地区にふさわし

い適正な土地利用の推進を図る必要があるため、計画的再開発が必要な市街地(一号市街地)として

定める。 

「一号市街地の目標及び方針は別表１のとおり」 

 

３ 特に一体的かつ総合的に市街地の再開発を促進すべき相当規模の地区(二項再開発促進地区) 

一号市街地のうち、本区域の拠点地区にふさわしい都市機能の確保・更新に向けて、市街地環境

改善事業等の推進により交通機能の改善を図るとともに、商業・業務機能の健全で合理的な集積を

する必要のある地区を、特に一体的かつ総合的に市街地の再開発を促進すべき相当規模の地区(二

項再開発促進地区)として定め、街区及び宅地の再配置・整備を進めるものとする。 

「二項再開発促進地区の整備又は開発の計画の概要は、別表２及び附図のとおり」 

 

４ その他必要な事項(要整備地区) 

一号市街地のうち、特に早急に再開発を行うことが望ましい地区、あるいは都市構造の再編成、

建築物の更新、都市環境の向上を図るうえで、特に効果が大きいと予想される地区を要整備地区と

して定める。 

717716
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（新） 

伊勢原・都再－2 

別表１ (一号市街地の目標及び方針) 

地 区 名 １ 伊勢原駅北口周辺地区 ２ 中央通り周辺地区 

面   積 約 11ha 約７ha 

再開発の目標 

(都市構造の再編成、建築

物の更新、都市環境の向上

等に係る目標) 

本区域の中心拠点としてふさわ

しい都市づくりを進めるため、都

市施設整備にあわせ、商業・業務

施設の計画的な高度利用を進める

ことにより、交通の円滑化、防災

機能の強化、商業・業務の活性化

等都市機能の向上を図る。 

地区幹線道路、補助幹線道路等

の整備にあわせ、地区特性を生か

した市街地整備の推進により、商

業環境の向上を進め、活性化を図

る。 

土
地
の
高
度
利
用
及
び
都
市
機
能
の
更
新
に
関
す
る
方
針 

適切な用途及び密

度の確保、その他

の適切な土地利用

の実現に関する事

項 

商業・業務施設、都市型住宅等

による土地の高度利用等により、

地区特性を生かした適正な土地利

用を誘導し、地区計画等により、

拠点地区にふさわしい街並みの形

成を図る。 

商業施設、都市型住宅等により、

土地の高度利用を促進し、特色あ

る沿道型商業地の形成を図る。 

主要な都市施設の

整備に関する事項 

駅前広場を含む都市計画道路や

関連公共公益施設の整備を図ると

ともに、バリアフリー化を進める。 

地区の特性を生かした道路等の

施設整備（電線地中化事業）にあ

わせバリアフリー化を進める。 

都市の環境、景観

等の維持及び改善

に関する事項 

建物の共同化、不燃化等による

防災性を高め、居住環境の改善を

進めるとともに、既存商店街の近

代化、快適な歩行者空間の整備や

良好な都市景観の形成に努める。 

建物の共同化、不燃化等による

防災性を高め、居住環境の改善を

進めるとともに、地区の歴史性を

生かした都市景観の形成に努め

る。 

その他土地の高度

利用及び都市機能

の更新に関して特

に必要な事項 ― ― 

要整備地区の名称、面積 ・伊勢原駅北口周辺地区 

(約 2.2ha) ― 

二項再開発促進地区の名

称、面積 

・伊勢原駅北口地区(約 1.4ha) 

― 

  

（新） 

伊勢原・都再－2 

別表１ (一号市街地の目標及び方針) 

地 区 名 １ 伊勢原駅北口周辺地区 ２ 中央通り周辺地区 

面   積 約11ha 約７ha 

再開発の目標 

(都市構造の再編成、建築

物の更新、都市環境の向上

等に係る目標) 

本区域の中心拠点としてふさわ

しい都市づくりを進めるため、都

市施設整備にあわせ、商業・業務

施設の計画的な高度利用を進める

ことにより、交通の円滑化、防災

機能の強化、商業・業務の活性化

等都市機能の向上を図る。 

地区幹線道路、補助幹線道路等

の整備にあわせ、地区特性を生か

した市街地整備の推進により、商

業環境の向上を進め、活性化を図

る。 

土
地
の
高
度
利
用
及
び
都
市
機
能
の
更
新
に
関
す
る
方
針 

適切な用途及び密

度の確保、その他

の適切な土地利用

の実現に関する事

項 

商業・業務施設、都市型住宅等

による土地の高度利用等により、

地区特性を生かした適正な土地利

用を誘導し、地区計画等により、

拠点地区にふさわしい街並みの形

成を図る。 

商業施設、都市型住宅等により、

土地の高度利用を促進し、特色あ

る沿道型商業地の形成を図る。 

主要な都市施設の

整備に関する事項 

駅前広場を含む都市計画道路や

関連公共公益施設の整備を図ると

ともに、バリアフリー化を進める。 

地区の特性を生かした道路等の

施設整備（電線地中化事業）にあ

わせバリアフリー化を進める。 

都市の環境、景観

等の維持及び改善

に関する事項 

建物の共同化、不燃化等による

防災性を高め、居住環境の改善を

進めるとともに、既存商店街の近

代化、快適な歩行者空間の整備や

良好な都市景観の形成に努める。 

建物の共同化、不燃化等による

防災性を高め、居住環境の改善を

進めるとともに、地区の歴史性を

生かした都市景観の形成に努め

る。 

その他土地の高度

利用及び都市機能

の更新に関して特

に必要な事項 ― ― 

要整備地区の名称、面積 ・伊勢原駅北口周辺地区 

(約2.2ha) ― 

二項再開発促進地区の名

称、面積 

・伊勢原駅北口地区(約1.4ha) 

― 
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（旧） 

伊勢原・都再－2 

 

別表１ 一号市街地の目標及び方針 

地区名 伊勢原駅北口周辺地区 中央通り周辺地区 

面積 約11ha 約７ha 

再開発の目標 

都市構造の再編成、建築物

の更新、都市機能の向上等

に係る目標 

本区域の中心拠点としてふさわ

しい都市づくりを進めるため、都

市施設整備にあわせ、商業・業務

施設の計画的な高度利用を進める

ことにより、交通の円滑化、防災

機能の強化、商業・業務の活性化

等都市機能の向上を図る。 

地区幹線道路、補助幹線道路等

の整備にあわせ、地区特性を生か

した市街地整備の推進により、商

業環境の向上を進め、活性化を図

る。 

土
地
の
高
度
利
用
及
び
都
市
機
能
の
更
新
に
関
す
る
方
針 

適切な用途及び密

度の確保、その他

の適切な土地利用

の実現に関する事

項 

商業・業務施設、都市型住宅等

による土地の高度利用等により、

地区特性を生かした適正な土地利

用を誘導し、地区計画等により、

拠点地区にふさわしい街並みの形

成を図る。 

商業施設、都市型住宅等により、

土地の高度利用を促進し、特色あ

る沿道型商業地の形成を図る。 

主要な都市施設の

整備に関する事項 

駅前広場を含む都市計画道路、

自動車駐車場、自転車駐車場の整

備を図るとともに、バリアフリー

化を進める。 

地区の特性を生かした道路等の

施設整備にあわせバリアフリー化

を進める。 

都市の環境、景観

等の維持及び改善

に関する事項 

建物の共同化、不燃化等による

防災性を高め、居住環境の改善を

進めるとともに、既存商店街の近

代化、快適な歩行者空間の整備や

良好な都市景観の形成に努める。 

建物の共同化、不燃化等による

防災性を高め、居住環境の改善を

進めるとともに、地区の歴史性を

生かした都市景観の形成に努め

る。 

その他土地の高度

利用及び都市機能

の更新に関して特

に必要な事項 

  

要整備地区の名称、面積 伊勢原駅北口周辺地区(約2.2ha)  

二項再開発促進地区の名

称、面積 
伊勢原駅北口地区(約1.6ha)  

  

（新） 

伊勢原・都再－2 

別表１ (一号市街地の目標及び方針) 

地 区 名 １ 伊勢原駅北口周辺地区 ２ 中央通り周辺地区 

面   積 約11ha 約７ha 

再開発の目標 

(都市構造の再編成、建築

物の更新、都市環境の向上

等に係る目標) 

本区域の中心拠点としてふさわ

しい都市づくりを進めるため、都

市施設整備にあわせ、商業・業務

施設の計画的な高度利用を進める

ことにより、交通の円滑化、防災

機能の強化、商業・業務の活性化

等都市機能の向上を図る。 

地区幹線道路、補助幹線道路等

の整備にあわせ、地区特性を生か

した市街地整備の推進により、商

業環境の向上を進め、活性化を図

る。 

土
地
の
高
度
利
用
及
び
都
市
機
能
の
更
新
に
関
す
る
方
針 

適切な用途及び密

度の確保、その他

の適切な土地利用

の実現に関する事

項 

商業・業務施設、都市型住宅等

による土地の高度利用等により、

地区特性を生かした適正な土地利

用を誘導し、地区計画等により、

拠点地区にふさわしい街並みの形

成を図る。 

商業施設、都市型住宅等により、

土地の高度利用を促進し、特色あ

る沿道型商業地の形成を図る。 

主要な都市施設の

整備に関する事項 

駅前広場を含む都市計画道路や

関連公共公益施設の整備を図ると

ともに、バリアフリー化を進める。 

地区の特性を生かした道路等の

施設整備（電線地中化事業）にあ

わせバリアフリー化を進める。 

都市の環境、景観

等の維持及び改善

に関する事項 

建物の共同化、不燃化等による

防災性を高め、居住環境の改善を

進めるとともに、既存商店街の近

代化、快適な歩行者空間の整備や

良好な都市景観の形成に努める。 

建物の共同化、不燃化等による

防災性を高め、居住環境の改善を

進めるとともに、地区の歴史性を

生かした都市景観の形成に努め

る。 

その他土地の高度

利用及び都市機能

の更新に関して特

に必要な事項 ― ― 

要整備地区の名称、面積 ・伊勢原駅北口周辺地区 

(約2.2ha) ― 

二項再開発促進地区の名

称、面積 

・伊勢原駅北口地区(約1.4ha) 

― 

  

（旧） 

伊勢原・都再－2 

 

別表１ 一号市街地の目標及び方針 

地区名 伊勢原駅北口周辺地区 中央通り周辺地区 

面積 約 11ha 約７ha 

再開発の目標 

都市構造の再編成、建築物

の更新、都市機能の向上等

に係る目標 

本区域の中心拠点としてふさわ

しい都市づくりを進めるため、都

市施設整備にあわせ、商業・業務

施設の計画的な高度利用を進める

ことにより、交通の円滑化、防災

機能の強化、商業・業務の活性化

等都市機能の向上を図る。 

地区幹線道路、補助幹線道路等

の整備にあわせ、地区特性を生か

した市街地整備の推進により、商

業環境の向上を進め、活性化を図

る。 

土
地
の
高
度
利
用
及
び
都
市
機
能
の
更
新
に
関
す
る
方
針 

適切な用途及び密

度の確保、その他

の適切な土地利用

の実現に関する事

項 

商業・業務施設、都市型住宅等

による土地の高度利用等により、

地区特性を生かした適正な土地利

用を誘導し、地区計画等により、

拠点地区にふさわしい街並みの形

成を図る。 

商業施設、都市型住宅等により、

土地の高度利用を促進し、特色あ

る沿道型商業地の形成を図る。 

主要な都市施設の

整備に関する事項 

駅前広場を含む都市計画道路、

自動車駐車場、自転車駐車場の整

備を図るとともに、バリアフリー

化を進める。 

地区の特性を生かした道路等の

施設整備にあわせバリアフリー化

を進める。 

都市の環境、景観

等の維持及び改善

に関する事項 

建物の共同化、不燃化等による

防災性を高め、居住環境の改善を

進めるとともに、既存商店街の近

代化、快適な歩行者空間の整備や

良好な都市景観の形成に努める。 

建物の共同化、不燃化等による

防災性を高め、居住環境の改善を

進めるとともに、地区の歴史性を

生かした都市景観の形成に努め

る。 

その他土地の高度

利用及び都市機能

の更新に関して特

に必要な事項 

  

要整備地区の名称、面積 伊勢原駅北口周辺地区(約 2.2ha)  

二項再開発促進地区の名

称、面積 
伊勢原駅北口地区(約 1.6ha)  

  

719718
719- 719 -- 718 -

- 719 -- 718 -



（新） 

伊勢原・都再－3 

別表１ (一号市街地の目標及び方針) 

地 区 名 ３ 愛甲石田駅周辺地区 

面   積 約 9.7ha 

再開発の目標 

(都市構造の再編成、建築

物の更新、都市環境の向上

等に係る目標) 

本区域の生活拠点としてふさわ

しい都市づくりを進めるため、地

区幹線道路、補助幹線道路等の整

備とあわせ、商業業務機能の充実

と住宅地環境の向上を図る。 

土
地
の
高
度
利
用
及
び
都
市
機
能
の
更
新
に
関
す
る
方
針 

適切な用途及び密

度の確保、その他

の適切な土地利用

の実現に関する事

項 

主として商業施設、都市型住宅

等、土地の高度利用等により地区

特性に合わせた適正な土地利用を

誘導し、地区計画等により、周辺

市街地に配慮した良好な市街地の

形成を図る。 

主要な都市施設の

整備に関する事項 

地区幹線道路、補助幹線道路な

どの整備を進めるとともに、バリ

アフリー化を進める。 

都市の環境、景観

等の維持及び改善

に関する事項 

建物の共同化、不燃化等による

防災性を高め、居住環境の改善を

進めるとともに、地区特性を生か

した都市景観の形成に努める。 

その他土地の高度

利用及び都市機能

の更新に関して特

に必要な事項 ― 

要整備地区の名称、面積 ・愛甲石田駅南口周辺地区 

(約 7.5ha) 

 

二項再開発促進地区の名

称、面積 ― 

（新） 

伊勢原・都再－3 

別表１ (一号市街地の目標及び方針) 

地 区 名 ３ 愛甲石田駅周辺地区 

面   積 約9.7ha 

再開発の目標 

(都市構造の再編成、建築

物の更新、都市環境の向上

等に係る目標) 

本区域の生活拠点としてふさわ

しい都市づくりを進めるため、地

区幹線道路、補助幹線道路等の整

備とあわせ、商業業務機能の充実

と住宅地環境の向上を図る。 

土
地
の
高
度
利
用
及
び
都
市
機
能
の
更
新
に
関
す
る
方
針 

適切な用途及び密

度の確保、その他

の適切な土地利用

の実現に関する事

項 

主として商業施設、都市型住宅

等、土地の高度利用等により地区

特性に合わせた適正な土地利用を

誘導し、地区計画等により、周辺

市街地に配慮した良好な市街地の

形成を図る。 

主要な都市施設の

整備に関する事項 

地区幹線道路、補助幹線道路な

どの整備を進めるとともに、バリ

アフリー化を進める。 

都市の環境、景観

等の維持及び改善

に関する事項 

建物の共同化、不燃化等による

防災性を高め、居住環境の改善を

進めるとともに、地区特性を生か

した都市景観の形成に努める。 

その他土地の高度

利用及び都市機能

の更新に関して特

に必要な事項 ― 

要整備地区の名称、面積 ・愛甲石田駅南口周辺地区 

(約7.5ha) 

 

二項再開発促進地区の名

称、面積 ― 

720
721 720

- 721 - - 720 -
- 721 - - 720 -



（旧） 

伊勢原・都再－3 

 

別表１ 一号市街地の目標及び方針 

地区名 愛甲石田駅周辺地区 

面積 約9.7ha 

再開発の目標 

都市構造の再編成、建築物

の更新、都市機能の向上等

に係わる目標 

本区域の生活拠点としてふさわ

しい都市づくりを進めるため、地

区幹線道路、補助幹線道路等の整

備とあわせ、商業業務機能の充実

と住宅地環境の向上を図る。 

土
地
の
高
度
利
用
及
び
都
市
機
能
の
更
新
に
関
す
る
方
針 

適切な用途及び密

度の確保、その他

の適切な土地利用

の実現に関する事

項 

主として商業施設、都市型住宅

等、土地の高度利用等により地区

特性に合わせた適正な土地利用を

誘導し、地区計画等により、周辺

市街地に配慮した良好な市街地の

形成を図る。 

主要な都市施設の

整備に関する事項 

地区幹線道路、補助幹線道路、

駅前広場などの整備を進めるとと

もに、バリアフリー化を進める。 

都市の環境、景観

等の維持及び改善

に関する事項 

建物の共同化、不燃化等による

防災性を高め、居住環境の改善を

進めるとともに、地区特性を生か

した都市景観の形成に努める。 

その他土地の高度

利用及び都市機能

の更新に関して特

に必要な事項 

 

要整備地区の名称、面積 

愛甲石田駅南口周辺地区 

(約7.5ha) 

 

二項再開発促進地区の名

称、面積 
 

（新） 

伊勢原・都再－3 

別表１ (一号市街地の目標及び方針) 

地 区 名 ３ 愛甲石田駅周辺地区 

面   積 約9.7ha 

再開発の目標 

(都市構造の再編成、建築

物の更新、都市環境の向上

等に係る目標) 

本区域の生活拠点としてふさわ

しい都市づくりを進めるため、地

区幹線道路、補助幹線道路等の整

備とあわせ、商業業務機能の充実

と住宅地環境の向上を図る。 

土
地
の
高
度
利
用
及
び
都
市
機
能
の
更
新
に
関
す
る
方
針 

適切な用途及び密

度の確保、その他

の適切な土地利用

の実現に関する事

項 

主として商業施設、都市型住宅

等、土地の高度利用等により地区

特性に合わせた適正な土地利用を

誘導し、地区計画等により、周辺

市街地に配慮した良好な市街地の

形成を図る。 

主要な都市施設の

整備に関する事項 

地区幹線道路、補助幹線道路な

どの整備を進めるとともに、バリ

アフリー化を進める。 

都市の環境、景観

等の維持及び改善

に関する事項 

建物の共同化、不燃化等による

防災性を高め、居住環境の改善を

進めるとともに、地区特性を生か

した都市景観の形成に努める。 

その他土地の高度

利用及び都市機能

の更新に関して特

に必要な事項 ― 

要整備地区の名称、面積 ・愛甲石田駅南口周辺地区 

(約7.5ha) 

 

二項再開発促進地区の名

称、面積 ― 

（旧） 

伊勢原・都再－3 

 

別表１ 一号市街地の目標及び方針 

地区名 愛甲石田駅周辺地区 

面積 約 9.7ha 

再開発の目標 

都市構造の再編成、建築物

の更新、都市機能の向上等

に係わる目標 

本区域の生活拠点としてふさわ

しい都市づくりを進めるため、地

区幹線道路、補助幹線道路等の整

備とあわせ、商業業務機能の充実

と住宅地環境の向上を図る。 

土
地
の
高
度
利
用
及
び
都
市
機
能
の
更
新
に
関
す
る
方
針 

適切な用途及び密

度の確保、その他

の適切な土地利用

の実現に関する事

項 

主として商業施設、都市型住宅

等、土地の高度利用等により地区

特性に合わせた適正な土地利用を

誘導し、地区計画等により、周辺

市街地に配慮した良好な市街地の

形成を図る。 

主要な都市施設の

整備に関する事項 

地区幹線道路、補助幹線道路、

駅前広場などの整備を進めるとと

もに、バリアフリー化を進める。 

都市の環境、景観

等の維持及び改善

に関する事項 

建物の共同化、不燃化等による

防災性を高め、居住環境の改善を

進めるとともに、地区特性を生か

した都市景観の形成に努める。 

その他土地の高度

利用及び都市機能

の更新に関して特

に必要な事項 

 

要整備地区の名称、面積 

愛甲石田駅南口周辺地区 

(約 7.5ha) 

 

二項再開発促進地区の名

称、面積 
 

721720
721- 721 -- 720 -

- 721 -- 720 -



（新） 

伊勢原・都再－4 

別表２ (二項再開発促進地区の整備又は開発の計画の概要) 

地 区 名 １ 伊勢原駅北口地区 

面   積 約 1.4ha 

イ 地区の再開発、整備等

の主たる目標 

本区域の中心拠点地区にふさわ

しい都市機能の更新を図るため、

幹線道路、広場等の都市施設の整

備と土地の高度利用の促進を図

る。 

ロ 用途、密度に関する基

本的方針、その他の土地

利用計画の概要 

商業・業務施設などの秩序ある

集積立地を図るため、適正な公共

空間の確保と土地の高度利用に努

める。 

ハ 建築物の更新の方針 市街地開発事業や地区計画等に

より、建築物の共同化、不燃化及

び高度化に努め、適正な都市空間、

景観等の形成を図る。 

ニ 都市施設及び地区施

設の整備の方針 

幹線道路、広場等の整備を図る。 

ホ その他特記すべき事

項 

― 

 

  

（新） 

伊勢原・都再－4 

別表２ (二項再開発促進地区の整備又は開発の計画の概要) 

地 区 名 １ 伊勢原駅北口地区 

面   積 約1.4ha 

イ 地区の再開発、整備等

の主たる目標 

本区域の中心拠点地区にふさわ

しい都市機能の更新を図るため、

幹線道路、広場等の都市施設の整

備と土地の高度利用の促進を図

る。 

ロ 用途、密度に関する基

本的方針、その他の土地

利用計画の概要 

商業・業務施設などの秩序ある

集積立地を図るため、適正な公共

空間の確保と土地の高度利用に努

める。 

ハ 建築物の更新の方針 市街地開発事業や地区計画等に

より、建築物の共同化、不燃化及

び高度化に努め、適正な都市空間、

景観等の形成を図る。 

ニ 都市施設及び地区施

設の整備の方針 

幹線道路、広場等の整備を図る。 

ホ その他特記すべき事

項 

― 

 

  

722
723 722

- 723 - - 722 -
- 723 - - 722 -



（旧） 

伊勢原・都再－4 

 

別表２ 二項再開発促進地区の整備又は開発の計画の概要 

地区名 伊勢原駅北口地区 

面積 約1.6ha 

イ 地区の再開発、整備の

主たる目標 

 

本区域の中心拠点地区にふさわ

しい都市機能の更新を図るため、

幹線道路、広場等の都市施設の整

備と土地の高度利用の促進を図

る。 

ロ 用途、密度に関する基

本的方針、その他の土

地利用計画の概要 

 

商業・業務施設などの秩序ある

集積立地を図るため、適正な公共

空間の確保と土地の高度利用に努

める。 

ハ 建築物の更新の方針 

 

市街地環境改善事業等により、

建築物の共同化、不燃化及び高度

化に努め、適正な都市空間、景観

等の形成を図る。 

ニ 都市施設及び地区施

設の整備の方針 

 

幹線道路、広場等の整備を図る。 

ホ その他の特記すべき

事項 

 

 

 

 

（新） 

伊勢原・都再－4 

別表２ (二項再開発促進地区の整備又は開発の計画の概要) 

地 区 名 １ 伊勢原駅北口地区 

面   積 約1.4ha 

イ 地区の再開発、整備等

の主たる目標 

本区域の中心拠点地区にふさわ

しい都市機能の更新を図るため、

幹線道路、広場等の都市施設の整

備と土地の高度利用の促進を図

る。 

ロ 用途、密度に関する基

本的方針、その他の土地

利用計画の概要 

商業・業務施設などの秩序ある

集積立地を図るため、適正な公共

空間の確保と土地の高度利用に努

める。 

ハ 建築物の更新の方針 市街地開発事業や地区計画等に

より、建築物の共同化、不燃化及

び高度化に努め、適正な都市空間、

景観等の形成を図る。 

ニ 都市施設及び地区施

設の整備の方針 

幹線道路、広場等の整備を図る。 

ホ その他特記すべき事

項 

― 

 

  

（旧） 

伊勢原・都再－4 

 

別表２ 二項再開発促進地区の整備又は開発の計画の概要 

地区名 伊勢原駅北口地区 

面積 約 1.6ha 

イ 地区の再開発、整備の

主たる目標 

 

本区域の中心拠点地区にふさわ

しい都市機能の更新を図るため、

幹線道路、広場等の都市施設の整

備と土地の高度利用の促進を図

る。 

ロ 用途、密度に関する基

本的方針、その他の土

地利用計画の概要 

 

商業・業務施設などの秩序ある

集積立地を図るため、適正な公共

空間の確保と土地の高度利用に努

める。 

ハ 建築物の更新の方針 

 

市街地環境改善事業等により、

建築物の共同化、不燃化及び高度

化に努め、適正な都市空間、景観

等の形成を図る。 

ニ 都市施設及び地区施

設の整備の方針 

 

幹線道路、広場等の整備を図る。 

ホ その他の特記すべき

事項 
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議第4348号 

伊勢原都市計画住宅市街地の開発整備の方針の変更 

 

 

 

都計第１１４２号  

平成28年９月６日  

 

 

 神奈川県都市計画審議会 

  会 長  岸 井  隆 幸 殿 

 

 

神奈川県知事 黒 岩  祐 治       

 

 

伊勢原都市計画住宅市街地の開発整備の方針の変更について 

 

 このことについて、都市計画法第21条第２項の規定において準用する同法第18条

第１項の規定により、次のように審議会に付議する。 

 

                                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議第 4348号 

伊勢原都市計画住宅市街地の開発整備の方針の変更 

 

 

 

都計第１１４２号  

平成 28年９月６日  

 

 

 神奈川県都市計画審議会 

  会 長  岸 井  隆 幸 殿 

 

 

神奈川県知事 黒 岩  祐 治       

 

 

伊勢原都市計画住宅市街地の開発整備の方針の変更について 

 

 このことについて、都市計画法第 21 条第２項の規定において準用する同法第 18 条

第１項の規定により、次のように審議会に付議する。 
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理 由 書

本区域における実現すべき住宅市街地のあり方、良好な住宅市街地の整備又は開発の方針を定め、

さらに、低・未利用地及び住宅密集市街地等、その地域特性に応じて良好な住宅市街地として計画的

に整備又は開発すべき相当規模の地区について、地区の整備又は開発の目標、用途、密度に関する基

本方針等を定めることにより、良好な居住環境の整備、誘導を図るため、本案のとおり変更するもの

です。

成瀬第二地区については、整備の完了に伴い、削除するものです。

伊勢原都市計画住宅市街地の開発整備の方針の変更（神奈川県決定）

都市計画住宅市街地の開発整備の方針を次のように変更する。

住宅市街地の開発整備の方針

「別添のとおり」

伊勢原都市計画住宅市街地の開発整備の方針の変更（神奈川県決定）

都市計画住宅市街地の開発整備の方針を次のように変更する。

住宅市街地の開発整備の方針

「別添のとおり」

728
729 728
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理由書

本区域における実現すべき住宅市街地のあり方、良好な住宅市街地の整備又は開発の方針を定め、

さらに、低・未利用地及び住宅密集市街地等、その地域特性に応じて良好な住宅市街地として計画的

に整備又は開発すべき相当規模の地区について、地区の整備又は開発の目標、用途、密度に関する基

本方針等を定めることにより、良好な居住環境の整備、誘導を図るため、本案のとおり変更するもの

です。

成瀬第二地区については、整備の完了に伴い、削除するものです。

理 由 書

本区域における実現すべき住宅市街地のあり方、良好な住宅市街地の整備又は開発の方針を定め、

さらに、低・未利用地及び住宅密集市街地等、その地域特性に応じて良好な住宅市街地として計画的

に整備又は開発すべき相当規模の地区について、地区の整備又は開発の目標、用途、密度に関する基

本方針等を定めることにより、良好な居住環境の整備、誘導を図るため、本案のとおり変更するもの

です。

成瀬第二地区については、整備の完了に伴い、削除するものです。

伊勢原都市計画住宅市街地の開発整備の方針の変更（神奈川県決定）

都市計画住宅市街地の開発整備の方針を次のように変更する。

住宅市街地の開発整備の方針

「別添のとおり」
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１ 住宅市街地の開発整備の目標と整備開発の方針

１ 住宅市街地の開発整備の目標

① 目標とする住宅市街地

少子高齢社会の進行、人口・世帯が減少するといった社会経済情勢の変化を踏まえつつ、恵ま

れた自然環境を有している地域の特性を生かし、適正な土地利用の誘導と人口の計画的な配置を

考慮し、住宅需要に対応した供給を推進し、安全で安心できる快適なくらし、ゆとりある住宅市

街地の形成を図る。

② 良好な居住環境の確保等にかかる目標

良好な住宅市街地の形成のため、土地区画整理事業等の面的整備事業や地区計画等の積極的な

活用を図り、自然環境と調和し、道路・下水道等の公共施設整備と整合のとれた住宅及び住宅地

の計画的供給を推進する。

また、高齢者や障害者等が安心して住み続けられるよう利便性の高い都市型の住宅市街地の整

備を図る。

さらに、良好な住環境の形成や維持のため、地域住民の主体的な活動の支援に努めるものとす

る。

２ 良好な住宅市街地の整備又は開発の方針

住宅市街地の開発整備の目標を達成するため、市街地開発事業等により、道路、下水道、公

園、緑地等の都市基盤整備を推進するとともに、地区計画等を有効に活用するなど総合的、計画

的に住環境の整備を図る。

都市基盤が未整備のまま市街化が進行している地域については、土地区画整理事業等の面的

整備事業の導入のほか、個々の住宅の建て替えに合わせた共同化の促進や公共空間の確保などに

より居住環境の改善を図る。

また、居住水準及び住環境水準を向上させていくため、それぞれの市街地特性や住宅事情を

考慮した、施策の展開を図る。

① 低・未利用地等を活用した住宅市街地の形成

伊勢原駅周辺地区等における既成市街地の低・未利用地で、住宅地の利用に適するものについ

ては、周辺環境との調和に配慮しつつ、その有効利用を図ることにより、良好な住宅市街地の形

成を図る。

② 市街化区域内農地を活用した住宅市街地の形成

市街化区域内農地は、広い範囲にわたり分布しており、これらを有効かつ計画的に保全あるい

は活用し、地区レベルの整備計画を策定し、地区計画等を活用することにより、緑を生かした良

好な住宅市街地の形成に努める。

市街化区域内農地のうち生産緑地地区に指定されたものについては、適切に保全するとともに、

都市におけるオープンスペースとして活用を図る。

③ 既存住宅地内の建替えによる住宅供給の推進

住宅が密集している既成市街地では、居住水準や住環境水準に配慮した計画的な建替えを促進

し、土地の有効かつ高度利用を図り、公共施設の整備や防災性の向上等を計画的に進める。

伊勢原都市計画住宅市街地の開発整備の方針

平成 年 月

神 奈 川 県 伊勢原都市計画住宅市街地の開発整備の方針

平成年月

神奈川県
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１住宅市街地の開発整備の目標と整備開発の方針

１住宅市街地の開発整備の目標

①目標とする住宅市街地

少子高齢社会の進行、人口・世帯が減少するといった社会経済情勢の変化を踏まえつつ、恵ま

れた自然環境を有している地域の特性を生かし、適正な土地利用の誘導と人口の計画的な配置を

考慮し、住宅需要に対応した供給を推進し、安全で安心できる快適なくらし、ゆとりある住宅市

街地の形成を図る。

②良好な居住環境の確保等にかかる目標

良好な住宅市街地の形成のため、土地区画整理事業等の面的整備事業や地区計画等の積極的な

活用を図り、自然環境と調和し、道路・下水道等の公共施設整備と整合のとれた住宅及び住宅地

の計画的供給を推進する。

また、高齢者や障害者等が安心して住み続けられるよう利便性の高い都市型の住宅市街地の整

備を図る。

さらに、良好な住環境の形成や維持のため、地域住民の主体的な活動の支援に努めるものとす

る。

２良好な住宅市街地の整備又は開発の方針

住宅市街地の開発整備の目標を達成するため、市街地開発事業等により、道路、下水道、公

園、緑地等の都市基盤整備を推進するとともに、地区計画等を有効に活用するなど総合的、計画

的に住環境の整備を図る。

都市基盤が未整備のまま市街化が進行している地域については、土地区画整理事業等の面的

整備事業の導入のほか、個々の住宅の建て替えに合わせた共同化の促進や公共空間の確保などに

より居住環境の改善を図る。

また、居住水準及び住環境水準を向上させていくため、それぞれの市街地特性や住宅事情を

考慮した、施策の展開を図る。

①低・未利用地等を活用した住宅市街地の形成

伊勢原駅周辺地区等における既成市街地の低・未利用地で、住宅地の利用に適するものについ

ては、周辺環境との調和に配慮しつつ、その有効利用を図ることにより、良好な住宅市街地の形

成を図る。

②市街化区域内農地を活用した住宅市街地の形成

市街化区域内農地は、広い範囲にわたり分布しており、これらを有効かつ計画的に保全あるい

は活用し、地区レベルの整備計画を策定し、地区計画等を活用することにより、緑を生かした良

好な住宅市街地の形成に努める。

市街化区域内農地のうち生産緑地地区に指定されたものについては、適切に保全するとともに、

都市におけるオープンスペースとして活用を図る。

③既存住宅地内の建替えによる住宅供給の推進

住宅が密集している既成市街地では、居住水準や住環境水準に配慮した計画的な建替えを促進

し、土地の有効かつ高度利用を図り、公共施設の整備や防災性の向上等を計画的に進める。

伊勢原都市計画住宅市街地の開発整備の方針

平成年月

神奈川県

１ 住宅市街地の開発整備の目標と整備開発の方針

１ 住宅市街地の開発整備の目標

① 目標とする住宅市街地

少子高齢社会の進行、人口・世帯が減少するといった社会経済情勢の変化を踏まえつつ、恵ま

れた自然環境を有している地域の特性を生かし、適正な土地利用の誘導と人口の計画的な配置を

考慮し、住宅需要に対応した供給を推進し、安全で安心できる快適なくらし、ゆとりある住宅市

街地の形成を図る。

② 良好な居住環境の確保等にかかる目標

良好な住宅市街地の形成のため、土地区画整理事業等の面的整備事業や地区計画等の積極的な

活用を図り、自然環境と調和し、道路・下水道等の公共施設整備と整合のとれた住宅及び住宅地

の計画的供給を推進する。

また、高齢者や障害者等が安心して住み続けられるよう利便性の高い都市型の住宅市街地の整

備を図る。

さらに、良好な住環境の形成や維持のため、地域住民の主体的な活動の支援に努めるものとす

る。

２ 良好な住宅市街地の整備又は開発の方針

住宅市街地の開発整備の目標を達成するため、市街地開発事業等により、道路、下水道、公

園、緑地等の都市基盤整備を推進するとともに、地区計画等を有効に活用するなど総合的、計画

的に住環境の整備を図る。

都市基盤が未整備のまま市街化が進行している地域については、土地区画整理事業等の面的

整備事業の導入のほか、個々の住宅の建て替えに合わせた共同化の促進や公共空間の確保などに

より居住環境の改善を図る。

また、居住水準及び住環境水準を向上させていくため、それぞれの市街地特性や住宅事情を

考慮した、施策の展開を図る。

① 低・未利用地等を活用した住宅市街地の形成

伊勢原駅周辺地区等における既成市街地の低・未利用地で、住宅地の利用に適するものについ

ては、周辺環境との調和に配慮しつつ、その有効利用を図ることにより、良好な住宅市街地の形

成を図る。

② 市街化区域内農地を活用した住宅市街地の形成

市街化区域内農地は、広い範囲にわたり分布しており、これらを有効かつ計画的に保全あるい

は活用し、地区レベルの整備計画を策定し、地区計画等を活用することにより、緑を生かした良

好な住宅市街地の形成に努める。

市街化区域内農地のうち生産緑地地区に指定されたものについては、適切に保全するとともに、

都市におけるオープンスペースとして活用を図る。

③ 既存住宅地内の建替えによる住宅供給の推進

住宅が密集している既成市街地では、居住水準や住環境水準に配慮した計画的な建替えを促進

し、土地の有効かつ高度利用を図り、公共施設の整備や防災性の向上等を計画的に進める。

731
731730
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- 731 -- 730 -



伊勢原都市計画住宅市街地の開発整備の方針

新旧対照表

④ 計画的な新市街地の開発

新市街地については、土地区画整理事業の実施や開発許可制度の適切な運用により、良好な市

街地の形成をめざすとともに、地区計画等により適切な土地利用を誘導し、良好な住環境の形成

を図る。

④計画的な新市街地の開発

新市街地については、土地区画整理事業の実施や開発許可制度の適切な運用により、良好な市

街地の形成をめざすとともに、地区計画等により適切な土地利用を誘導し、良好な住環境の形成

を図る。

732
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伊勢原都市計画住宅市街地の開発整備の方針

新旧対照表

伊勢原都市計画住宅市街地の開発整備の方針

新旧対照表

④計画的な新市街地の開発

新市街地については、土地区画整理事業の実施や開発許可制度の適切な運用により、良好な市

街地の形成をめざすとともに、地区計画等により適切な土地利用を誘導し、良好な住環境の形成

を図る。

733
733732

- 733 -- 732 -
- 733 -- 732 -



（新） 

伊勢原・住宅－1 

１ 住宅市街地の開発整備の目標と整備開発の方針 

(１) 住宅市街地の開発整備の目標 

① 目標とする住宅市街地 

少子高齢社会の進行、人口・世帯が減少するといった社会経済情勢の変化を踏まえつつ、恵ま

れた自然環境を有している地域の特性を生かし、適正な土地利用の誘導と人口の計画的な配置を

考慮し、住宅需要に対応した供給を推進し、安全で安心できる快適なくらし、ゆとりある住宅市

街地の形成を図る。 

② 良好な居住環境の確保等にかかる目標 

良好な住宅市街地の形成のため、土地区画整理事業等の面的整備事業や地区計画等の積極的な

活用を図り、自然環境と調和し、道路・下水道等の公共施設整備と整合のとれた住宅及び住宅地

の計画的供給を推進する。 

また、高齢者や障害者等が安心して住み続けられるよう利便性の高い都市型の住宅市街地の整

備を図る。 

さらに、良好な住環境の形成や維持のため、地域住民の主体的な活動の支援に努めるものとす

る。 

 

(２) 良好な住宅市街地の整備又は開発の方針 

住宅市街地の開発整備の目標を達成するため、市街地開発事業等により、道路、下水道、公

園、緑地等の都市基盤整備を推進するとともに、地区計画等を有効に活用するなど総合的、計画

的に住環境の整備を図る。 

都市基盤が未整備のまま市街化が進行している地域については、土地区画整理事業等の面的

整備事業の導入のほか、個々の住宅の建て替えに合わせた共同化の促進や公共空間の確保などに

より居住環境の改善を図る。 

また、居住水準及び住環境水準を向上させていくため、それぞれの市街地特性や住宅事情を

考慮した、施策の展開を図る。 

① 低・未利用地等を活用した住宅市街地の形成 

伊勢原駅周辺地区等における既成市街地の低・未利用地で、住宅地の利用に適するものについ

ては、周辺環境との調和に配慮しつつ、その有効利用を図ることにより、良好な住宅市街地の形

成を図る。 

 

 

② 市街化区域内農地を活用した住宅市街地の形成 

市街化区域内農地は、広い範囲にわたり分布しており、これらを有効かつ計画的に保全あるい

は活用し、地区レベルの整備計画を策定し、地区計画等を活用することにより、緑を生かした良

好な住宅市街地の形成に努める。 

市街化区域内農地のうち生産緑地地区に指定されたものについては、適切に保全するとともに、

都市におけるオープンスペースとして活用を図る。 

  

（新） 

伊勢原・住宅－1 

１ 住宅市街地の開発整備の目標と整備開発の方針 

(１) 住宅市街地の開発整備の目標 

① 目標とする住宅市街地 

少子高齢社会の進行、人口・世帯が減少するといった社会経済情勢の変化を踏まえつつ、恵ま

れた自然環境を有している地域の特性を生かし、適正な土地利用の誘導と人口の計画的な配置を

考慮し、住宅需要に対応した供給を推進し、安全で安心できる快適なくらし、ゆとりある住宅市

街地の形成を図る。 

② 良好な居住環境の確保等にかかる目標 

良好な住宅市街地の形成のため、土地区画整理事業等の面的整備事業や地区計画等の積極的な

活用を図り、自然環境と調和し、道路・下水道等の公共施設整備と整合のとれた住宅及び住宅地

の計画的供給を推進する。 

また、高齢者や障害者等が安心して住み続けられるよう利便性の高い都市型の住宅市街地の整

備を図る。 

さらに、良好な住環境の形成や維持のため、地域住民の主体的な活動の支援に努めるものとす

る。 

 

(２) 良好な住宅市街地の整備又は開発の方針 

住宅市街地の開発整備の目標を達成するため、市街地開発事業等により、道路、下水道、公

園、緑地等の都市基盤整備を推進するとともに、地区計画等を有効に活用するなど総合的、計画

的に住環境の整備を図る。 

都市基盤が未整備のまま市街化が進行している地域については、土地区画整理事業等の面的

整備事業の導入のほか、個々の住宅の建て替えに合わせた共同化の促進や公共空間の確保などに

より居住環境の改善を図る。 

また、居住水準及び住環境水準を向上させていくため、それぞれの市街地特性や住宅事情を

考慮した、施策の展開を図る。 

① 低・未利用地等を活用した住宅市街地の形成 

伊勢原駅周辺地区等における既成市街地の低・未利用地で、住宅地の利用に適するものについ

ては、周辺環境との調和に配慮しつつ、その有効利用を図ることにより、良好な住宅市街地の形

成を図る。 

 

 

② 市街化区域内農地を活用した住宅市街地の形成 

市街化区域内農地は、広い範囲にわたり分布しており、これらを有効かつ計画的に保全あるい

は活用し、地区レベルの整備計画を策定し、地区計画等を活用することにより、緑を生かした良

好な住宅市街地の形成に努める。 

市街化区域内農地のうち生産緑地地区に指定されたものについては、適切に保全するとともに、

都市におけるオープンスペースとして活用を図る。 

  

734
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（旧） 

伊勢原・住宅－1 

１ 住宅市街地の開発整備の目標と整備開発の方針 

(１) 住宅市街地の開発整備の目標 

① 目標とする住宅市街地 

少子高齢社会の進行、人口・世帯が減少するといった社会経済情勢の変化を踏まえつつ、恵ま

れた自然環境を有している地域の特性を活かし、適正な土地利用の誘導と人口の計画的な配置を

考慮し、住宅需要に対応した供給を推進し、安全で安心できる快適なくらし、ゆとりある住宅市

街地の形成を図る。 

② 良好な居住環境の確保等にかかる目標 

良好な住宅市街地の形成のため、土地区画整理事業等の面的整備事業や地区計画等の積極的な

活用を図り、自然環境と調和し、道路・下水道等の公共施設整備と整合のとれた住宅及び住宅地

の計画的供給を推進する。 

また、高齢者や障害者等が安心して住み続けられるよう利便性の高い都市型の住宅市街地の整

備を図る。 

さらに、良好な住環境の形成や維持のため、地域住民の主体的な活動の支援に努めるものとす

る。 

 

(２) 良好な住宅市街地の整備又は開発の方針 

住宅市街地の開発整備の目標を達成するため、市街地開発事業等により、道路、下水道、公

園、緑地等の都市基盤整備を推進するとともに、地区計画等を有効に活用するなど総合的、計画

的に住環境の整備を図る。 

都市基盤が未整備のままスプロールが進行している地域については、土地区画整理事業等の

面的整備事業の導入のほか、個々の住宅の建て替えに合わせた共同化の促進や公共空間の確保な

どにより居住環境の改善を図る。 

 

 

① 低・未利用地等を活用した住宅市街地の形成 

既成市街地の低・未利用地で、住宅地の利用に適するものについては、周辺環境との調和に配

慮しつつ、その有効利用を図ることにより、良好な住宅市街地の形成を図る。 

さらに、住宅地に隣接する工場等の移転等による土地利用転換が想定される地区については、

地区の特性を活かし、職住近接などを考慮し、基盤整備を伴った計画的な住宅市街地の形成を図

る。 

② 市街化区域内農地を活用した住宅市街地の形成 

市街化区域内農地は、広い範囲にわたり分布しており、これらを有効かつ計画的に保全あるい

は活用し、地区レベルの整備計画を策定し、地区計画等を活用することにより、緑を活かした良

好な住宅市街地の形成を図る。 

市街化区域内農地のうち生産緑地地区に指定されたものについては、適切に保全するとともに、

都市におけるオープンスペースとして活用を図る。 

  

（新） 

伊勢原・住宅－1 

１ 住宅市街地の開発整備の目標と整備開発の方針 

(１) 住宅市街地の開発整備の目標 

① 目標とする住宅市街地 

少子高齢社会の進行、人口・世帯が減少するといった社会経済情勢の変化を踏まえつつ、恵ま

れた自然環境を有している地域の特性を生かし、適正な土地利用の誘導と人口の計画的な配置を

考慮し、住宅需要に対応した供給を推進し、安全で安心できる快適なくらし、ゆとりある住宅市

街地の形成を図る。 

② 良好な居住環境の確保等にかかる目標 

良好な住宅市街地の形成のため、土地区画整理事業等の面的整備事業や地区計画等の積極的な

活用を図り、自然環境と調和し、道路・下水道等の公共施設整備と整合のとれた住宅及び住宅地

の計画的供給を推進する。 

また、高齢者や障害者等が安心して住み続けられるよう利便性の高い都市型の住宅市街地の整

備を図る。 

さらに、良好な住環境の形成や維持のため、地域住民の主体的な活動の支援に努めるものとす

る。 

 

(２) 良好な住宅市街地の整備又は開発の方針 

住宅市街地の開発整備の目標を達成するため、市街地開発事業等により、道路、下水道、公

園、緑地等の都市基盤整備を推進するとともに、地区計画等を有効に活用するなど総合的、計画

的に住環境の整備を図る。 

都市基盤が未整備のまま市街化が進行している地域については、土地区画整理事業等の面的

整備事業の導入のほか、個々の住宅の建て替えに合わせた共同化の促進や公共空間の確保などに

より居住環境の改善を図る。 

また、居住水準及び住環境水準を向上させていくため、それぞれの市街地特性や住宅事情を

考慮した、施策の展開を図る。 

① 低・未利用地等を活用した住宅市街地の形成 

伊勢原駅周辺地区等における既成市街地の低・未利用地で、住宅地の利用に適するものについ

ては、周辺環境との調和に配慮しつつ、その有効利用を図ることにより、良好な住宅市街地の形

成を図る。 

 

 

② 市街化区域内農地を活用した住宅市街地の形成 

市街化区域内農地は、広い範囲にわたり分布しており、これらを有効かつ計画的に保全あるい

は活用し、地区レベルの整備計画を策定し、地区計画等を活用することにより、緑を生かした良

好な住宅市街地の形成に努める。 

市街化区域内農地のうち生産緑地地区に指定されたものについては、適切に保全するとともに、

都市におけるオープンスペースとして活用を図る。 

  

（旧） 

伊勢原・住宅－1 

１ 住宅市街地の開発整備の目標と整備開発の方針 

(１) 住宅市街地の開発整備の目標 

① 目標とする住宅市街地 

少子高齢社会の進行、人口・世帯が減少するといった社会経済情勢の変化を踏まえつつ、恵ま

れた自然環境を有している地域の特性を活かし、適正な土地利用の誘導と人口の計画的な配置を

考慮し、住宅需要に対応した供給を推進し、安全で安心できる快適なくらし、ゆとりある住宅市

街地の形成を図る。 

② 良好な居住環境の確保等にかかる目標 

良好な住宅市街地の形成のため、土地区画整理事業等の面的整備事業や地区計画等の積極的な

活用を図り、自然環境と調和し、道路・下水道等の公共施設整備と整合のとれた住宅及び住宅地

の計画的供給を推進する。 

また、高齢者や障害者等が安心して住み続けられるよう利便性の高い都市型の住宅市街地の整

備を図る。 

さらに、良好な住環境の形成や維持のため、地域住民の主体的な活動の支援に努めるものとす

る。 

 

(２) 良好な住宅市街地の整備又は開発の方針 

住宅市街地の開発整備の目標を達成するため、市街地開発事業等により、道路、下水道、公

園、緑地等の都市基盤整備を推進するとともに、地区計画等を有効に活用するなど総合的、計画

的に住環境の整備を図る。 

都市基盤が未整備のままスプロールが進行している地域については、土地区画整理事業等の

面的整備事業の導入のほか、個々の住宅の建て替えに合わせた共同化の促進や公共空間の確保な

どにより居住環境の改善を図る。 

 

 

① 低・未利用地等を活用した住宅市街地の形成 

既成市街地の低・未利用地で、住宅地の利用に適するものについては、周辺環境との調和に配

慮しつつ、その有効利用を図ることにより、良好な住宅市街地の形成を図る。 

さらに、住宅地に隣接する工場等の移転等による土地利用転換が想定される地区については、

地区の特性を活かし、職住近接などを考慮し、基盤整備を伴った計画的な住宅市街地の形成を図

る。 

② 市街化区域内農地を活用した住宅市街地の形成 

市街化区域内農地は、広い範囲にわたり分布しており、これらを有効かつ計画的に保全あるい

は活用し、地区レベルの整備計画を策定し、地区計画等を活用することにより、緑を活かした良

好な住宅市街地の形成を図る。 

市街化区域内農地のうち生産緑地地区に指定されたものについては、適切に保全するとともに、

都市におけるオープンスペースとして活用を図る。 

  

735734
735- 735 -- 734 -

- 735 -- 734 -



（新） 

伊勢原・住宅－2 

③ 既存住宅地内の建替えによる住宅供給の推進 

住宅が密集している既成市街地では、居住水準や住環境水準に配慮した計画的な建替えを促進

し、土地の有効かつ高度利用を図り、公共施設の整備や防災性の向上等を計画的に進める。 

 

④ 計画的な新市街地の開発 

新市街地については、土地区画整理事業の実施や開発許可制度の適切な運用により、良好な市

街地の形成をめざすとともに、地区計画等により適切な土地利用を誘導し、良好な住環境の形成

を図る。 

 

（新） 

伊勢原・住宅－2 

③ 既存住宅地内の建替えによる住宅供給の推進 

住宅が密集している既成市街地では、居住水準や住環境水準に配慮した計画的な建替えを促進

し、土地の有効かつ高度利用を図り、公共施設の整備や防災性の向上等を計画的に進める。 

 

④ 計画的な新市街地の開発 

新市街地については、土地区画整理事業の実施や開発許可制度の適切な運用により、良好な市

街地の形成をめざすとともに、地区計画等により適切な土地利用を誘導し、良好な住環境の形成

を図る。 

 

736
737 736

- 737 - - 736 -
- 737 - - 736 -



（旧） 

伊勢原・住宅－2 

③ 既存住宅地内の建替えによる住宅供給の推進 

住宅が密集している既成市街地では、居住水準や住環境水準に配慮した計画的な建替えを促進

し、共同化等による土地の有効かつ高度利用を図り、公共施設の整備や防災性の向上等を計画的

に進める。 

④ 計画的な新市街地の開発 

新市街地については、土地区画整理事業の実施や開発許可制度の適切な運用により、良好な市

街地の形成をめざすとともに、地区計画等により適切な土地利用を誘導し、良好な住環境の形成

を図る。 

 

２ 重点地区の整備又は開発計画の概要 

「神奈川県住生活基本計画」に定める重点供給地域のうち、特に計画的な住宅市街地の整備又は

開発が必要な重点地区及び当該地区の整備又は開発の計画の概要は、別表及び別図のとおりである。 

  

（新） 

伊勢原・住宅－2 

③ 既存住宅地内の建替えによる住宅供給の推進 

住宅が密集している既成市街地では、居住水準や住環境水準に配慮した計画的な建替えを促進

し、土地の有効かつ高度利用を図り、公共施設の整備や防災性の向上等を計画的に進める。 

 

④ 計画的な新市街地の開発 

新市街地については、土地区画整理事業の実施や開発許可制度の適切な運用により、良好な市

街地の形成をめざすとともに、地区計画等により適切な土地利用を誘導し、良好な住環境の形成

を図る。 

 

（旧） 

伊勢原・住宅－2 

③ 既存住宅地内の建替えによる住宅供給の推進 

住宅が密集している既成市街地では、居住水準や住環境水準に配慮した計画的な建替えを促進

し、共同化等による土地の有効かつ高度利用を図り、公共施設の整備や防災性の向上等を計画的

に進める。 

④ 計画的な新市街地の開発 

新市街地については、土地区画整理事業の実施や開発許可制度の適切な運用により、良好な市

街地の形成をめざすとともに、地区計画等により適切な土地利用を誘導し、良好な住環境の形成

を図る。 

 

２ 重点地区の整備又は開発計画の概要 

「神奈川県住生活基本計画」に定める重点供給地域のうち、特に計画的な住宅市街地の整備又は

開発が必要な重点地区及び当該地区の整備又は開発の計画の概要は、別表及び別図のとおりである。 

  

737736
737- 737 -- 736 -

- 737 -- 736 -



（新） 

伊勢原・住宅－3 

  

（新） 

伊勢原・住宅－3 
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（旧） 

伊勢原・住宅－3 

別表 重点地区の整備又は開発の計画の概要 

地 区 名 成瀬第二地区 

面   積 約37.8ha 

イ 地区の整備又は開発

の目標 

土地区画整理事業の実施によ

り、基盤施設整備と、住宅市街地

の整備を計画的・一体的に促進す

る。 

ロ 用途、密度に関する基

本的方針、その他の土地

利用計画の概要 

センター地区に商業系施設、そ

の周辺を中密度の中高層住宅地と

低密度の低層住宅地を配する。 

ハ 都市施設及び地区施

設の整備の方針 

土地区画整理事業の実施によ

り、地区内の道路、公園等の都市

施設及び地区施設の総合的な整備

を図る。 

ニ その他の特記すべき

事項 

 

重点地区を含む重点供給

地域 

（地区名、面積） 

成瀬第二地域（約37.8ha） 

 

 

（新） 

伊勢原・住宅－3 

  

（旧） 

伊勢原・住宅－3 

別表 重点地区の整備又は開発の計画の概要 

地 区 名 成瀬第二地区 

面   積 約 37.8ha 

イ 地区の整備又は開発

の目標 

土地区画整理事業の実施によ

り、基盤施設整備と、住宅市街地

の整備を計画的・一体的に促進す

る。 

ロ 用途、密度に関する基

本的方針、その他の土地

利用計画の概要 

センター地区に商業系施設、そ

の周辺を中密度の中高層住宅地と

低密度の低層住宅地を配する。 

ハ 都市施設及び地区施

設の整備の方針 

土地区画整理事業の実施によ

り、地区内の道路、公園等の都市

施設及び地区施設の総合的な整備

を図る。 

ニ その他の特記すべき

事項 

 

重点地区を含む重点供給

地域 

（地区名、面積） 

成瀬第二地域（約 37.8ha） 

 

 

739738
739- 739 -- 738 -

- 739 -- 738 -



（新） 

伊勢原・住宅―４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（新） 

伊勢原・住宅―４ 
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740
741 740

- 741 - - 740 -
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（新） 

伊勢原・住宅―４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（旧）
（旧）

741740
741

741740
- 741 -- 740 -

- 741 -- 740 -
- 741 -- 740 -

- 741 -- 740 -
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